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　今回の写真は、９月に閉店する直前に撮った大太鼓

の里ぶっさん館の様子が写っているものです。長年、

国道７号線沿いの道の駅たかのす「大太鼓の里」の場

所でお世話になりました。大太鼓の館に新規赴任ＡＬ

Ｔを連れたり、ドリームワールドに息子を連れたり、

足湯でちょっと一呼吸をしたりするついでに、ちょっ

とした買い物などをするには最適で、思い出がたくさ

ん詰まっている場所です。以前に何回か道の駅たかの

すを本コラムのネタにもさせていただいています。好

きな地元のお菓子は、ししとうチョコの「超辛」です（息

子には、もちろん「マイルド」ですが…）。

　しかし、「過去」のお話ばっかりするつもりはあり

ません。道の駅たかのすのリニューアルに向けて、ぶっ

さん館が10月にイオンタウンに移転したので、私自

身の生活領域である鷹巣街中から足を運びやすくなり

ました。今までのぶっさん館の象徴的な建物が道の駅

からなくなるのは寂しいですが、思い出を大事にしな

がら、街のいろいろな発展を応援したいと思います。

ぶっさん館　ありがとう！！
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災防災かわら版
第45回 災害時の「クルマ避難」に潜む危険と正しい判断

　　総務課危機管理係 ☎62‐6602問

１．避難・運転時の注意点
①早めの移動を ～ 大雨が本格化する前、警戒レベル３（高齢者等避難）などの早い段階で移動を完了。
②アンダーパスを避ける ～ ガード下など周囲より低い道路（アンダーパス）は水がたまりやすいため、絶対に近づかない。
③冠水路に入らない ～ 水深が浅く見えても路面が見えづらく、深みにはまる危険があるため、無理に侵入せず引き返え
　　　　　　　　　　  すこと。
④低速で走行 ～ やむを得ず水たまりを進む場合は、エンジンルームやマフラーからの吸水を防ぐため、時速10㎞以下
　　　　　　　  に減速して走行すること。

　今年の記録的な豪雨では、千葉県内において、道路上で水没するなどして動けなくなった車両が約3,000台に上る甚
大な被害が発生しました。車両が水に浸かると、ドアが開かなくなるなどして命の危険に直面します。また、道路上に
放置された車は、救助や消火などの緊急車両の通行を著しく妨げます。
　いざという時に安全な行動をとるためには、「クルマ避難」のポイントを確認しましょう。

２．浸水・水没時の危険と脱出

３．浸水・水害後の注意点

参考：ＪＡＦホームページ▶

①水位別のリスク
　・約10cm（タイヤ半分）：ブレーキの効きが悪くなる。
　・約30cm（床面・ドア下端～膝）：エンジンが停止したり、電装系がショートするおそれがある。
　・約50cm以上：車体が浮いて流されたり、水圧でドアが開かなくなる。
②車内に閉じ込められた場合
　１．すぐにシートベルトを外す。
　２．パワーウィンドウが動くうちに窓を開けて脱出する。
　３．電源が落ちて窓やドアが開かない場合は、緊急脱出用ハンマーでサイドガラスの四隅を叩いて割る。
　４．ハンマーがない場合は、車内に水が入るのを待ち、内外の水位差が縮まって水圧が下がるとドアが押し開きやす
　　　くなる。

①エンジンを再始動しない
　水が引いた後でも、内部に水が入ったままエンジンをかけると漏電や火災の原因になるため絶対に再始動しないこと。
②電装系のリスク
漏電による火災を防ぐため、一般車は安全を確認してバッテリーのマイナス端子を外す。ただし、ハイブリット車
（ＨＶ）や電気自動車（ＥＶ）は高電圧で危険なためバッテリーには触らないこと。

防災ラジオを使用した緊急地震速報訓練を実施します！

　緊急地震速報を見聞きしてから強い揺れが来るまでの時間はごくわずかであり、その短い間に、慌てずに身を守るな
ど適切な行動をとるためには日頃からの訓練が重要です。
　緊急地震速報の放送にあわせて、身の安全を守るため安全な場所で「姿勢を低く」「頭を守り」「動かない」行動をと
りましょう。

【日時】11月５日（木） 10時頃
※状況によっては訓練を急遽中止する場合があります。
【内容】防災ラジオの放送にあわせて自分の身を守る行動訓練

　　総務課危機管理係 ☎62‐6602問


